
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高崎子ども劇場 

機関紙 はらっぱ 

春号 202４年６月 

6／2 定期総会開催 2023年度まとめ 
第 24 年度 高崎子ども劇場のでは、コロナ以前のようにやっと年間

を通して活動を行うことができました。 

世界中を襲ったコロナウイルスが幾らか収まり、５月から 5 類感染症に

以降され、活動を再開するにあたり、理事会では子ども劇場の在り方を

考え活動の柱をたてました。 

まず、子ども劇場の特長である親子で舞台体験を充実させること。 そし

て、コロナ禍で全くできなくなった体験ワークショップや長期休暇クラ

ブの実施。併せて、会員の繋がりを大切にした小さな集まりを丁寧に造

ること。 

 

     2024年６月３０日発行 

◆住所 高崎市飯塚町４６－６ ℡:027-386-6454 Fax:027-386-6453 

 事務所開所予定 月・水・金曜10～15時(変更有り、要確認) ※機関紙はらっぱは年４回発行予定 

←メール＊yha_kodomo@yahoo.co.jp     

        ホームページ https://www.takasaki-kodomo-gekijou.org/ → 

◆会員 入会金＊世帯５００円／会費＊世帯月額 １５００円    

※舞台鑑賞・他活動には別途参加費がかかるものがあります。詳細はお問合せ下さい 

◆支援会員（個人・団体）・サポーター会員も募集中 

 

「子ども劇場です。」と言うと演劇をする団体ですか？と聞かれることがあります。そんな時、「子どもの
感性に寄り添った作品を招致し、親子で演劇を観て日常では中々できない擬似体験をしてもらう活動をして
います。」と答えていています。「忙しい毎日に親子で生活を離れて１つのものに集中し感動する時間は、な
かなかありませんし、生の舞台は、お客様との掛け合いも楽しいですよ」と話します。沢山のメディアに囲
まれて私達は生活しています。少し前には、何でもなかったのにスマートフォンが手元に無いと不安になっ
たり、動画も次から次へと見てしまいます。人はそれほど変わってはいないのに大丈夫かな？と心配になる
のは私ばかりではないはずです。実際に躍動する舞台を体験し、五感を使うと子どもの目は輝きます。会場
で感じるライブ感から緊張、笑い、驚きや間を読む力、隣との距離感を養います。 
 
今年度は、７月に文化会館でのあつまれ夏休みの子どもたちで「ピアニカの魔術師」を ９月のメルヘンと

遊びの世界展の舞台を「チリンとドロン小さな家」、３月に「ゆらとまあばあちゃん」の三作品に決めまし
た。 
先の２つの舞台を音楽の世界に決めたので身近な音で遊ぶ楽しさをテーマに事前活 
動を企画し舞台を待ちました。音楽は、言葉よりもずっと前から私達の身近にあっ 

たコミュニケーション手段です。赤ちゃんからお年寄りまで幅広い年代の方々に舞台 
の楽しさを感じてもらえるきっかけになるように、、と「楽器作り＆ミニライブ」の 
ワークショップ、わらべうた遊びなどを実施しました。３月の「ゆらとまあばあちゃ 
ん」では事前に演者に来てもらい作品の魅力を共有して当日を迎えました。 
 
体験ワークショップは、散策しながら食べられる野草を取り天ぷらで食べる「天ぷらハイク」、小学生対象

のあそびワーク「空き缶でっぽう作り」「化石掘り」「マンカラ作り」。会員対象の「飯盒でご飯」「ピザ作り」
などを開催。定期活動の「だらだら、たくらみ、うたごえ、わらべうたの会など」、高学年合宿、大人対象の
ワークショップ。夏、冬、春休みクラブ 、クリスマス会など 集まって顔をみて話す機会をつくりました。 
 
また、高崎市との「あつまれ夏休みの子どもたち」「メルヘンと遊びの世界展」、 

観音山ファミリーパークとの「あそびワーク」、佐野公民館、塚沢公民館との共催 
事業、群成舎様との「ゆらとまあばあちゃん」塚沢地区「びりとブッチー」の舞台 
公演 など諸団体との共催事業が増えリピーターも多く、子ども劇場の活動に興味 
を持って沢山の親子に参加して頂きました。 
 盛りだくさんな１年でしたが、コロナ禍の数年により子育てやライフスタイルの変化を感じる事もありこ
れからの課題です。 
また、理事会を中心にしたスタッフの稼働率が多く、人員不足で事業を断ることもありました。活動毎に

学生だけでなく大人のボランティア、スタッフの検討が必要になっています。 
 社会の変化に合わせながら高崎子ども劇場らしさを失わないように続けて行くことは難しいですが、みん
なで知恵を出し合い 進んで行きたいと思います。 
第 25 年度(2024 年)も よろしくお願い致します。            理事長 高見澤 佳子 
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これからの舞台鑑賞会 

7/25(木)アフタフ･バーバン公演 
「ぐぅちょっぱっ劇場！ 

～あおむしくんのぼうけん～」 
10:10受付け開始 10:30開演 

アツまれ夏休みの子どもたち!2024の企画の一つ 

会場＊高崎市文化会館小ホール（地下１階） 

チケット＊２才～中学生500円 

高校生～大人 一人1000円 

参加対象＊0才～ 

ぐんてとヒモが 

世界をかえる 

 ♪ぐぅっとにぎって♪ 

チョッと考えて♪ 

 パーッと開いて♪ 

何かが始まる合い言葉・・・ 

7/25(木)空転軌道公演 
「音と空間のジャグリング」 

13:30開場 14:00開演 

アツまれ夏休みの子どもたち!2024の企画の一つ 

会場＊高崎市文化会館大ホール 

チケット＊全席指定 

４才～中学生1000円 

高校生～大人 一人2000円 

世界で唯一のハンドベル 

ジャグリング、など 

眼と耳と、心で楽しむ 

ジャグリングステージ！ 

9/14(土)蒼い企画公演 
「いつでもどこでも  

びりとブッチィー」 
メルヘンとあそびの世界展の企画の一つ 

会場＊高崎シテリーコアホール 

  本格派クラウンコメディー！ 

2025年 3/28(金) 
人形劇団ひとみ座公演 
「おしいれのぼうけん」 
  みんなの大好きな 

おはなしが 

ひとり人形芝居に 

これからの主な活動 

7/25(木) アツまれ!夏休みの 
子どもたち‼2024 

９:３0～16:00 

 高崎市文化会館・少年科学館 

9/７(土)～16(月祝)   
メルヘンと遊びの世界展 27 
「へんてこがいっぱい」 

９:３0～16:00 

 高崎シティギャラリー  

上記舞台「いつでもどこでもびりとブッチィー」 

第６展示室「へんてこあそびがいっぱい」を高崎子ど

も劇場が担当 

その他、絵本原画展、へんてこ絵本の部屋、ハイビジョ

ンギャラリー上映など 

10/14（祝月） 
子どもあそびバザール 10:00～15:00 

 観音山ファミリーパーク 

「子ども市」子ども達や親子の手づくりのあそびのお店 

「ステージ」「あそびのコーナー」など 

☆わらべうたの会・佐野あそびや・たくらみの会・うたごえサークルなど⇒定期開催中 

☆あそびや・夏休みクラブ・芋煮会など⇒随時開催予定  情報は下記SNSで 

高崎子ども劇場の広報 SNS 

☆この「機関紙はらっぱ」は年４回発行予定   ☆公式LINEでは月１回情報を更新 

☆その間の情報はHPなど、こちらのSNSで発信しています 

上記舞台鑑賞会２つ 他 

ぼくこくぼとつくってあ

そぼう 

簡単科学工作 

プラネタリウム無料上映 

プラネタリウムコンサー

ト 

 詳しくはHPを 


